
■おもな研究内容

■共同研究・特許などアピールポイント

研究分野 地盤工学，不飽和土質力学

キーワード 地盤防災，地盤環境，文化財防災

地盤防災地域課題

理工学研究科（工学系）・海洋土木工学プログラム 教授 酒匂 一成

http://www.oce.kagoshima-u.ac.jp/~soil/

日本各地で，毎年のように局所的な集中豪雨が多発し，崖崩れ，土石流，地すべり，道路損壊，堤防
破堤などの土砂災害が発生しています。そのため，日本では国土強靭化への取り組みが推進されてい
ます。南九州地域は，他の地域より降水量が多く，シラスをはじめとする火山灰質土が堆積する土砂
災害が発生しやすい地域です。我々の研究室では，豪雨時の土砂災害に対して，現実に存在する地盤
に即した不飽和土質力学の知見に基づいた防災・減災技術の開発に取り組んでいます。

研究の背景および目的

豪雨による土砂災害の防災・減災を目指す研
究。センサー等計測機器の開発や予測システ
ムの構築に活用できます。擁壁など地盤整備
に関する技術支援も可能です。地盤工学の知
見で災害に強い地域づくりに取組んでいます。

コーディネーターから一言

・豪雨時の斜面崩壊に関する研究には，不飽和土の挙動特性（保水･浸透･変形･強度など）に関する
知見が必要です。不飽和土質力学は未解明な部分が多く，地盤工学の実務への実装は十分とは言え
ません。不飽和土質力学の知見を，地盤防災や地盤環境分野の新技術開発に役立てて行きます。

・鹿児島版地盤情報DBを整備することで，鹿児島県内の地盤内部の地層や地盤の強さが可視化でき
ます。この三次元の地形データは，今後の土木事業や防災計画に役立ちます。

期待される効果・応用分野

研究テーマ ●豪雨による土砂災害に対する防災・減災技術の開発

日射・降雨

現地斜面モニタリングシステム

神社・仏閣

住宅

管理事務所

・モニタリングデータの分析
・地表面変位の観測
・数値計算による斜面の安定性の評価

斜面の安定度判定

安全

再計測

官公庁

避難勧告・通行規制など
の検討および発令

対策の実施

危険

道路

インターネットを用いた
現地データの送受信

光ファイバーセンサの導入

豪雨時の斜面崩壊予測システム 鹿児島版地盤情報DB

不飽和土用
試験装置

現地計測技術

地盤調査，
地形地質調査

土槽実験

数理モデル

豪雨時の斜面崩壊予測システムを構築するため「地盤調査」，「現地計測」，「数値解析」，「室内
土質試験」，「室内土槽実験」に関する研究を実施しています。また，鹿児島県のボーリングデータ
を収集し，データーベースを構築して，その工学的活用法に関する研究を行っています。

※不飽和土：土粒子、水、空気の３つから構成される通常の土が不飽和土。土粒子と水のみの
飽和土を仮定する従来の土質力学より現実的な、不飽和土質力学のニーズが高まっている

●現地計測、土槽実験、計測機器開発などに関して
多数の共同研究、研究助成の獲得実績があります。
●国交省や地方自治体の防災アドバイザーや地域防
災計画策定委員の経験を有しています。防災に関す
る様々なご相談に対応することが出来ます。
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